平成２４年度第１回宗像市男女共同参画推進センター 運営委員会会議録（要点筆記）
日 時  平成２４年７月１８日（水）１０時００分～
場 所  メイトム宗像　１０４会議室
運営委員会委員

	■　吉村　信明委員
	□　高木　里美委員
	■　長田　博幸委員
	■　眞嶋　洋子委員

	■　井上　透委員
	■　吉積　明子委員
	■　石橋　全委員
	■　谷山　喜代子委員


議事
３　報告及び協議事項
（１）平成２３年度事業実績について
　　　事務局から説明する。
（添付資料：平成２３年度事業概要）

　
会長　　：２３年度の事業について質問があれば挙手をお願いします。

委員  　：こころと生き方の相談ではDV相談が７件とありますが、身体的・精神的ＤＶのうち
　　　　　主にどちらが多いですか。
事務局　：両方に関係しています。もし、生命または身体に危害を受ける恐れがある場合は警察や保健福祉環境事務所を案内しています。
委員　　：悲惨な結果にならないためにも、なるべく警察などに繋げた方がよいと思います。
委員　　：身体的・精神的ＤＶ、言葉の暴力などは離婚の要因にもなるので、言葉の暴力くらいと思ってはいけないと思います。
　委員　　：法律相談では離婚相談２９件とありますが、この中で自立した女性はいますか。
事務局　：予約時に離婚や相続といった大まかな相談内容は確認しますが、詳細な内容については弁護士に任せており、自立したかどうかの結果まではわかりません。
会長　　：男性からの相談もありますか。

事務局　：法律相談では、相続問題に関して男性からの相談も多いです。こころと生き方の相談では、対人関係について相談があります。
委員　　：遺言書の書き方などの相談もありますか。
事務局　：今のところはありません。
委員　　：庁内の相談機能の連携が大事だと思います。
委員　　：相談後の結果はどうですか。
事務局  ：法律相談に関しては、弁護士と相談者との間で行われるので詳細な内容や相談後の結果等は把握していません。３０分という限られた時間なので方向性を示すという形で終わっているのではないかと思います。
こころと生き方の相談に関しては、心の問題は相談員と相談者の双方で今後の道筋を立てていきます。DV相談は担当課として状況を把握する必要があり、相談ケースによっては庁内の関係課に繋ぐこともあります。また、先ほども言いましたが、緊急性のある場合は、保健福祉環境事務所や警察に案内し連携を図っています。
会長　  ：相談内容のなかで、「夫婦」と「離婚」とはどのように違いますか。
事務局　：「夫婦」は夫婦間の悩み相談です。「離婚」の相談は、養育料や慰謝料など具体的な内容に関するものが多いようです。
委員　　：全体的に共催事業が増えているのでとても効果的だと思います。
会長　　：コミュニティとの共催は、赤間西コミセンと２回実施しているようですが他のコミュニティとの共催はどうですか。
　事務局　：子ども育成課主催の家庭教育学級説明会で共催講座を紹介しています。先方からの申し込

みに応じて共催講座を開催しており、年度によって実施地区や回数にばらつきがあります。今年度は今のところPTA５校、赤間コミュニティ１ヶ所から申し込みがあっています。

会長　　：他の地区にもぜひ広めていただきたいと思います。
　　　　　全体的に講座を見ると、男性の参加が少ないように感じます。セカンドライフ講座は、男性にも注目されているテーマだと思います。チャレンジ支援に関しては、男性の参加が少ないので、男性にも興味が持てるような内容を検討してほしいと思います。
委員　　：チャレンジ支援で、資格取得後は何か就職に繋がっていますか。
事務局　：年度ごとに、受講生に追跡調査を実施しています。例年、受講生のうち３５%程度の方が就職に至っていましたが、平成２３年度の就職率は２５%でした。なかなか就職に結びつくことが困難な状況になっています。
委員　　：追跡調査は非常に良い事だと思います。これからも継続して行ってほしいと思います。

　　　　　就業相談者数は年間で３０代２人となっていますが、就職の提案などをすれば利用者が増えるのではないでしょうか。

事務局　：就業相談では就職のあっせんは行っていません。そのため、利用者が少ないのが課題です。

（２）平成２４年度事業進捗状況報告について

事務局から説明する。

　　
会長　　：２４年度の事業進捗状況について何か質問があれば挙手をお願いします。
委員　　：チャレンジ支援事業は、退職後の男性も受講できますか。
事務局　：就業支援講座なので、就職を目指している方であれば受講できます。
委員　　：今年の「ゆいフェスタ」では、部長に挨拶をしていただきましたが、市長・副市長の日程調整はどのように行っているのですか。
事務局　：秘書課を通じて日程調整をお願いしています。今回、緊急な用件が入り急遽欠席になってしまい申し訳ありません。次年度についても、日程が早めに決まれば、秘書課を通じてお願いしたいと思います。
会長　　：男女共同参画を推進していくために、女性の社会進出を目的とした講座が多いようですが、ぜひ、婚活の事業を行ってほしいと思います。
委員　  ：男女の出会いは大事ですね。
委員　　：市内の各団体が婚活事業を行っています。男女共同参画の視点で共催させてもらうのが良いと思います。内容ややり方も様々なので、まずは団体と主旨が近い所から男女共同参画を広めていく形はいかがですか。女性の社会進出と住みよい社会を作ることが男女共同参画の目的であり、そのひとつが婚活だと思います。
委員　　：講座に参加しても、受講者同士の繋がりがなかなか作れない。講座のワークショップなどで親しくなるが、その場限りで終わってしまう。繋がりができるような場の後押しをしていただきたいと思います。

委員　　：個人情報もあるので、行政が主導になって行うのは荷が重いと思います。

委員　　：きっかけ作りの場の提供です。
会長　　：ぜひ、検討をお願いします。それと、一般市民を対象としたセクハラに関する講座の企画をお願いします。
事務局　：ハラスメントに関しての講座に、市民の方が参加されるか懸念しています。

会長　　：参加者はいると思います。趣味の活動での男女のグループ、特にスポーツ関係においては実際に問題が起きています。

事務局　：次年度の計画に、企業研修の一環としてハラスメント研修を構想中です。タイトルのつけ方もあると思いますが、市民の方が身近な問題として感じられるか疑問です。
委員　　：DV研修の中にセクハラも含めると良いのではないかと思います。

事務局　：毎年、子ども家庭課と共催でDV・児童虐待防止講演会を行っていますが、さらにセクハラの内容を組み込むとなると、１時間半の研修では難しいと思います。今後検討していきたいと思います。
委員　　：セクハラを受ける方は、大人ですか。子どもですか。

会長　　：成人の方です。

委員　　：成人であれば、自分の意思で発言できると思います。
会長　　：発言できると思いますが、相手はセクハラと気付いていないと思います。セクハラについての教育をしていただきたいと思います。

委員　　：セクハラ定義の教育ですか。嫌な事は嫌だと発言する事は基本であり、セクハラ・パワハラの前に、大人として考えるべきだと思います。

会長　　：スポーツ関係になると、上下関係や男女間でセクハラやパワハラがあると思います。ぜひ、研修の機会を設けていただきたいと思います。

委員　　：大人なのできちんと言えると思います。

委員　　：大人だからその場の雰囲気もあって我慢していると思います。相手の気持ちも考えられるように教えないと、わからないと思います。どこかで機会を設けた方が良いと思います。

会長　　：ぜひ、前向きに検討をお願いします。

委員　　：管理職研修の時に、市民の方も参加できるようにすれば良いと思います。

会長　　：過去の管理職研修で参加の呼びかけは、行ったのですか。

事務局　：職員研修の一環なので、呼びかけはしていません。

委員　　：職員と市民の方が話せる機会があれば、お互い良いと思います。

委員　　：みなさんの意見を伺いながら考えました。ぜひ、講座をしていただきたいと思います。

　　　　　｢NOと言える私｣というのはいかがですか。力関係ではなく、嫌な事は嫌と言えないと社会環境は良くならないと思います。

委員　　：両方の立場から必要ですね。

委員　　：講座の参加ですが、男性の参加が少ない原因を考えると女性は積極的で男性は消極的のような気がします。
　　　　　教室の公募をしても女性の参加が多く、男性が自ら参加するのは少ないようです。センター講座には、興味・関心のある方が参加していると思うので、今後、男性が気軽に参加できる講座をお願いします。
委員　　：例えば、日本の場合は、男性は仕事一筋の方が多いです。女性は同じように仕事をしていても、子育てなどで地域との関わりは持てていると思います。男性も積極的に地域に出て何がしたいのか見つけてほしいと思います。
委員　　：特に退職後の男性は困っていると思うので、男性の地域デビュー講座を企画してほしいと思います。

会長　　：地域への参加のきっかけづくりとなる講座の検討をお願いします。

会長　　：女性の健康支援とあるのは女性限定ですか。

事務局　：女性限定ではありません。ただし、プランでは、健康づくり課と男女共同参画推進課の事業を明確にするために、男女共同参画としては、あえて女性の健康支援と謳っています。男性を拒んでいるわけではないので、募集チラシなどには、「女性」とは入れていません。
委員　　：社会の中では、まだまだ男性有利のようですが、家庭においては、女性は強いと感じます。

委員　　：男女共同参画推進に関しては、啓発活動を行っていますが女性の社会進出は後退しているように思います。

委員　　：意思決定の場においても、女性の進出は遅れていると思います。社会の環境整備を行いながら徐々に女性が進出して行く方が効果的なのかなと感じます。

会長　　：来年度の計画にそれぞれの意見もぜひ生かしてほしいと思います。より良い事業の展開をお願いします。

　　　　　以上をもちまして、運営委員会を終わります。ありがとうございました。
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